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商業及び工業については，多彩な人と豊かな資源で織りなすにぎわい活力都市の実
現に向け，地域資源・特性を生かした産業の活性化を図るほか，新たな産業の創出や
地場産業の成長促進，企業・人材の育成等により，地域産業の振興に取り組んでいる。
観光については，出会いと発見・感動あふれる観光交流都市“かごしま”を基本コン
セプトとして，観光資源を活用した魅力の向上や受入体制の充実，効果的な情報発信な
ど，観光・コンベンションのさらなる振興に取り組んでいる。また，桜島・錦江湾ジオ
パークが平成25年に日本認定され，現在，世界認定に向けて取り組んでいる。
農業，林業等については，農林水産業の持続的発展と活力ある農村地域づくりを目
指し，都市型農業の推進や地域の特性を生かした農業の振興を図るほか，多様な機能
を持つ森林の育成や，豊かな漁場造成と生産基盤の充実等により，農林水産業の振興
に取り組んでいる。
中央卸売市場については，生鮮食料品等の取引の適正化と流通の円滑化を図るとと
もに，市場の活性化に関係団体等と一体になって取り組んでいる。

１ 商工概況
敢 事業所概要

本市は，商業・サービス業を中心に発展してきており，南九州における産業活動の
拠点都市として重要な役割を担っている。
平成２４年２月１日現在の経済センサス（活動調査）によると，産業別事業所数は卸
売・小売業が全体の２９．０％で最も多く，宿泊業，飲食サービス業が１３．０％，生活関連
サービス業，娯楽業が８．８％とつづいている。経営規模については，従業者規模別で
みると，中小・零細な事業所が多く，従業者数４人以下が５７．５％を占めている。
① 産業別事業所数（非農林漁業） （平成２４年経済センサス－活動調査）

（注）数字は，公務を除く民営のみの集計である。
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経 済

１事業所当たり
従業者数（人）

従 業 者 数事 業 所 数区 分
産 業 構成比（％）実 数（人）構成比（％）実 数

７．２０．０％４３０．０％６鉱業，採石業，砂利採取業

８．０７．０％１９，４０１８．８％２，４１４建 設 業

１４．６６．７%１８，５８７４．６％１，２７６製 造 業

６２．５０．４％１，０６３０．１％１７電気・ガス・熱供給・水道業

１９．４２．２%６，１１５１．１％３１６情 報 通 信 業

２２．０６．１％１６，９８５２．８％７７３運 輸 業 ， 郵 便 業

８．６２４．９％６９，０１２２９．０％７，９８２卸 売 業 ， 小 売 業

１４．９３．２％８，７４８２．１％５８７金 融 業 ， 保 険 業

３．９２．５％６，９１５６．４％１，７６８不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

６．５３．２％８，８１４４．９％１，３６０学術研究，専門・技術サービス業

８．２１０．６%２９，３６７１３．０％３，５８７宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

６．２５．４%１５，０７５８．８％２，４３５生活関連サービス業，娯楽業

１３．６４．４%１２，２３８３．３％８９９教 育 ， 学 習 支 援 業

２０．０１５．６％４３，２４２７．９％２，１６５医 療 ， 福 祉

９．３０．６％１，６０７０．６%１７３複 合 サ ー ビ ス 事 業

１１．１７．１％１９，７７２６．５％１，７８７サービス業（他に分類されないもの）

１００．０％２７６，９８４１００．０％２７，５４５総 数



② 産業別・従業者規模別事業所数（非農林漁業）

（平成２４年経済センサス－活動調査）

（注）数字は，公務を除く民営のみの集計である。
柑 商 業

卸売業，小売業について，平成２４年２月１日現在の経済センサス（活動調査）によ
ると，事業所数７，９８２，従業者数６９，０１２人で，それぞれ県全体の3６.１%，45.５％を占め
ている。また，飲食店については，事業所数３，１２３，従業者数２２，２４９人となってい
る。 （平成２４年経済センサス－活動調査）

－２２６－

経

済
（
１
商
工
概
況
）

従業者数（人）事業所数項 目
業 種

９２９各 種 商 品卸

売

業

５７７７４繊 維 ・ 衣 服 等
７，０５７５６８飲 食 料 品
４，１７８４９８建築材料・鉱物・金属材料等
６，４３４６８６機 械 器 具
５，５１３６４２そ の 他 の 卸 売 業
２３，８５１２，４７７計
３，６０３１４各 種 商 品小

売

業

３，２６２７５４織物・衣服・身の回り品
１９，０９７１，７００飲 食 料 品
５，２１７７９１機 械 器 具
１２，３２２２，０３９そ の 他 の 小 売 業
１，６６０２０７無 店 舗 小 売 業
４５，１６１５，５０５計
６９，０１２７，９８２総 計

従業者数（人）事業所数項 目
業 種

２２，２４９３，１２３飲 食 店

計
出向・派
遣従業者
のみ

２００人
以上

１００～
１９９人

５０～
９９人

３０～
４９人

２０～
２９人

１０～
１９人

５～
９人

１～
４人

従業者別
産 業

６－０－－－－１４１鉱業，採石業，砂利採取業

２，４１４５１７２５５９９６３５７６８８１，１７６建 設 業

１，２７６６６１５４９６５８６１７１２７１６０７製 造 業

１７－２３１１２３－５電気・ガス・熱供給・水道業

３１６３５５１３１７２０５１６６１３６情 報 通 信 業

７７３４１０２０５９７８６８１２８９７３０９運 輸 業 ， 郵 便 業

７，９８２２２２１４３９７１８３２８２９５９１，６５０４，７２５卸 売 業 ， 小 売 業

５８７６３６２０３７３７１３５１４７１９６金 融 業 ， 保 険 業

１，７６８５１１７１９１６７１１９８１，４５０不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

１，３６０２３３８１５２４１３２２８５８８８学術研究，専門・技術サービス業

３，５８７７６５４３１０８１６５４５３７４１２，０５９宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

２，４３５４３６２１３６５７１２３２７０１，９１５生活関連サービス業，娯楽業

８９９６７１０１３３３５０１０８１３６５３６教 育 ， 学 習 支 援 業

２，１６５２２６４７８９１１９１６６４０７６１９６９０医 療 ， 福 祉

１７３１０１４３５２４７６５９複 合 サ ー ビ ス 事 業

１，７８７５３１５２０３９４８６７１８１２６４１，１００サービス業（他に分類されないもの）

２７，５４５１２６１０９１９２４８８８２１１，１４１３，３０４５，５１２１５，８５２総 数

１００．０％０．５％０．４％０．７％１．８%３．０％４．１％１２．０％２０．０％５７．５％構 成 比 （ ％ ）



平成１９年６月１日現在の商業統計調査（飲食店は除く）によると，事業所数８，００９，
従業者数６０，９９２人，年間販売額約２兆５，３６５億１，５００万円で，それぞれ県全体の３３．６％，
４３．５％，６３．０％を占めている。
卸売業を平成１４年６月１日現在の商業統計調査（飲食店は除く）と比較すると，各種
商品卸売業の事業所数，従業者数，建築材料・鉱物・金属材料等の従業者数，年間販
売額は増加しているものの，その他の指標はすべて減少している。
また，小売業についても同様に比較すると，各種商品小売業の事業所数が横ばいで，
各種商品小売業と飲食料品小売業の従業者数が増加しているものの，その他の指標は
減少している。

（平成１９年商業統計調査）

※平成１４年の数値は合併による１市５町を合算したもの

（注）売場面積は，牛乳小売業，自動車小売業，建具小売業，畳小売業，ガソリンスタン
ド及び新聞小売業に属する事業所並びに訪問販売，通信・カタログ販売等で売場面
積の無い事業所は除く。
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経
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（
１
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概
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）

売 場 面 積
（釈）

年 間 販 売 額
（百万円）

従 業 者 数
（人）事 業 所 数項 目

業 種 平成１９平成１４平成１９平成１４平成１９平成１４平成１９平成１４

７，８８４１１，４５０１７０１５１１１７各 種 商 品

卸

売

業

１９，９７４２８，４３５７００９６６７５１０４繊 維 ・ 衣 服 等

９２３，４４０９５８，２６９７，６５０８，００１５４４６１５飲 食 料 品

３３２，６３９３２５，３５０４，２４６４，２１４４８６５０１建築材料・鉱物・金属材料等

３１２，８１３３５７，４８６５，８８５６，６８４６４７７１８機 械 器 具

３１３，９６５３８１，０８２４，５７６６，０３０４８６６０１そ の他の卸売業

１，９１０，７１５２，０６２，０７２２３，２２７２６，０４６２，２４９２，５４６計

１１８，５７９１０４，６５２１０２，０３６１１２，６９４３，０９２２，８７５１８１８各 種 商 品

小

売

業

８１，８２８７８，４６８４６，８０９４９，０７２３，０４５３，５８３８２７８７２織物・衣服・身の回り品

１９３，４４６２０２，３９７１９４，６１５２０３，４３７１５，５３１１４，９８８２，０４１２，３１４飲 食 料 品

２２，５６５２２，４７４７５，０７１９３，０４８２，８０７３，２２２４６８５４３自 動 車・自 転 車

８０，１２３７７，７７３５２，７３１７３，７２４２，３８３３，４００４６１５９４家具・じゅう器・機械器具

１５７，３８４１７１，７１０１５４，５３８１７０，５６８１０，９０７１２，６２７１，９４５２，２１２そ の他の小売業

６５３，９２５６５７，４７４６２５，８００７０２，５４３３７，７６５４０，６９５５，７６０６，５５３計

６５３，９２５６５７，４７４２，５３６，５１５２，７６４，６１５６０，９９２６６，７４１８，００９９，０９９総 計



桓 工 業

平成２５年１２月３１日現在の工業統計調査（従業者４人以上の事業所）によると，事業所数
は５１３，従業者数は１２，２２８人，製造品出荷額等は３，４７４億１，４６５万円となっている。
業種別に製造品出荷額等をみると，食料品製造業が最も多く，続いて，飲料・たば
こ・飼料製造業，印刷・同関連業の順となっている。

① 工業における事業所数等（従業者４人以上の事業所）

（平成２５年工業統計調査）

（注）Ｘは統計処理上公表することが好ましくないものを表す。

－２２８－

経
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（
１
商
工
概
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製 造 品 出 荷
額等（万円）

従 業 者 数
（人）事 業 所 数業 種 分 類

食 料 品 製 造 業
飲 料 ・ た ば こ ・ 飼 料 製 造 業
繊 維 工 業
木 材 ・ 木 製 品 製 造 業
家 具 ・ 装 備 品 製 造 業
パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 業
印 刷 ・ 同 関 連 業
化 学 工 業
石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業
プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業
ゴ ム 製 品 製 造 業
な め し 革 ・ 同 製 品 ・ 毛 皮 製 造 業
窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業
鉄 鋼 業
非 鉄 金 属 製 造 業
金 属 製 品 製 造 業
は ん 用 機 械 器 具 製 造 業
生 産 用 機 械 器 具 製 造 業
業 務 用 機 械 器 具 製 造 業
電子部品・デバイス・電子回路製造業
電 気 機 械 器 具 製 造 業
情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
そ の 他 の 製 造 業

計

１６２
３４
４０
１８
２６
７
５９
４
３
４
２
－
２８
６
－
４５
５
１９
６
３
８
－
６
２８
５１３

６，１９８
７８８
５７１
２１７
２２１
２０４
１，０５７
１０２
３８
１０５
１７
－
４９４
８０
－
８９４
４６
３６３
７１
２６４
１４０
－
１１２
２４６

１２，２２８

１５，８９９，６９５
１０，９６９，４６３
３４３，６５３
３８３，１８５
２５２，２８６
４０４，１８４
１，３７３，７３６
７３６，１０７

Ｘ
１３４，０００

Ｘ
－

１，０１０，９８４
２５３，２１８

－
１，２００，９１９
４４，４３１
６４１，４８８
７４，２３６
１０５，３２０
１９７，４２４

－
２９４，７３０
２９５，８６８

３４，７４１，４６５



② 本市特産品の製造品出荷額等 （平成２５年工業統計調査）

鹿児島臨海工業地帯の企業（製造業）立地状況 （平成２０年工業統計調査）

（注）全事業所

棺 貿 易

① 概 況

平成２６年の鹿児島港における貿易総額（通関実績）は，１兆４，６２８億９，９７０万円
で，前年に比べ５．２％の減である。輸出総額は，２５億７，３０１万円（貿易総額の
０．２％）で，前年比２６．９％の減，輸入総額は１兆４，６０３億２，６７０万円（貿易総額の
９９．８％）で，前年に比べ５．１％の減であった。
貿易面からみると圧倒的に輸入港としての性格が強い。
輸出については，金属鉱及びくずが全体の５３．０％でもっとも多く，次いで輸送
用機器が３８．２％などとなっている。
一方，輸入については，全体の９５．７％を原油及び粗油が占めており，次いで穀
物及び同調製品が２．１％などとなっている。

－２２９－

備 考
製造品出荷額（百万円）事 業 所 数

区 分
市県市県

従 業 者 ４ 人
以 上 の 事 業 所

２０，４５９３８，５３１２９２１６荒 茶 ・ 緑 茶
６，３１１１１９，８０６４１１１焼 酎
３４９６４８１３１９本 場 大 島 紬

業 種事業所数用 地 名
食料品２４，金属製品１５，家具・装備品９，木材・木製品５，窯
業・土石５，飲料・たばこ・飼料４，印刷３，生産用機械３，
輸送用機械３，化学２，鉄鋼２，パルプ・紙，はん用機械，業
務用機械，電子部品・デバイス・電子回路，電気機械各１，その
他の製造業５

８５１ 号 用 地

食料品２３，飲料・たばこ・飼料１６，印刷９，金属製品５，窯業・土
石４，パルプ・紙２，生産用機械２，繊維，化学，石油製品・
石炭製品，鉄鋼，輸送用機械各１

６６２ 号 用 地

木材・木製品８，食料品４，家具・装備品３，電気機械２，窯
業・土石１１８３ 号 用 地

はん用機械２，金属製品，生産用機械，電気機械各１５４ 号 用 地
家具・装備品９，木材・木製品５，金属製品４，繊維３，食料
品，窯業・土石各１，その他の製造業４２７東 開 町

工 業 用 地
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② 鹿児島港・鹿児島空港における通関実績 （単位：千円，％）

資料：平成２６年外国貿易年表（長崎税関）
③ 国別輸出額（鹿児島港） （単位：千円，％）

資料：平成２６年外国貿易年表（長崎税関）

④ 国別輸入額（鹿児島港） （単位：千円，％）

資料：平成２６年外国貿易年表（長崎税関）
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平成２６年平成２５年平成２４年
区分

対前年比実 績対前年比実 績対前年比実 績
７３．１％２，５７３，０１０１１３．５％３，５２０，２１０８７．８％３，１０２，２９６鹿 児 島 港輸

出
３５．２％１，４４２，９５３１１１．９％４，０９９，３３４１２０．０％３，６６４，８７９空 港
５２．７％４，０１５，９６３１１２．６％７，６１９，５４４１０２．８％６，７６７，１７５計
９４．９％１，４６０，３２６，６９７１２３．５％１，５３９，４４４，１５５９３．９％１，２４６，９０１，２５０鹿 児 島 港輸

入
１７０．１％３，５５７，０４５１４９．０％２，０９１，０４１８７．０％１，４０３，０４２空 港
９５．０％１，４６３，８８３，７４２１２３．５％１，５４１，５３５，１９６９３．９％１，２４８，３０４，２９２計
９４．８％１，４６２，８９９，７０７１２３．４％１，５４２，９６４，３６５９３．９％１，２５０，００３，５４６鹿 児 島 港輸

出
入
合
計

８０．８％４，９９９，９９８１２２．１％６，１９０，３７５１０８．６％５，０６７，９２１空 港
９４．８％１，４６７，８９９，７０５１２３．４％１，５４９，１５４，７４０９４．０％１，２５５，０７１，４６７計

主 要 品 目構 成 比金 額国 名
金属鉱及びくず２８．８７４１，２１１大 韓 民 国
金属鉱及びくず２６．７６８７，８８８中華人民共和国
無機化合物２１．４５５０，０００オーストラリア
船舶類８．４２１５，０００マ レ ー シ ア
船舶類８．０２０５，９２９モ ン ゴ ル

６．７１７２，９８２そ の 他
（前年比：△２６．９％）１００．０２，５７３，０１０合 計

主 要 品 目構 成 比金 額国 名
原油及び粗油３０．１４３８，９５６，８５９サウジアラビア
原油及び粗油１７．２２５１，５３７，１９５アラブ首長国連邦
原油及び粗油１１．２１６３，５４３，７４３ロ シ ア
原油及び粗油７．９１１４，８７１，６３３ク ウ ェ ー ト
原油及び粗油７．３１０６，５８９，３５０インドネシア

２６．４３８４，８２７，９１７そ の 他
（前年比：△５．１％）１００．０１，４６０，３２６，６９７合 計



款 商工業振興対策

① 商業・サービス業振興

商業・サービス業については，消費者ニーズの多様化・個性化，地域間・業態
間競争の激化，情報化の進展などの経営環境の変化に商業者等が的確に対応し，
経営力の向上を図るため，研修会等に講師を派遣するとともに，基礎資料の収
集・情報提供を行い，長期的な街づくりを踏まえつつ，環境整備や共同事業など
を支援することにより，魅力ある商店街の形成を促進する。
また，中小企業の情報化を進めるとともに，情報関連企業やデザイン関連産業
等の育成支援，ベンチャービジネスの展開や新規創業の促進，コールセンター業
などの企業立地推進に取り組む。
（商業・サービス業施策）

ア にぎわい商店街づくり支援事業
商店街の課題等を分析する商店街診断の実施に対し支援する。また，その結
果を踏まえた商店街づくり計画の策定を支援する。（平成２６年度実績４件）
イ 中小企業振興条例に基づく助成事業
一般公衆の利便に寄与する街路灯・アーケード等の共同施設や事業共同化の
ための共同施設を設置する商店街に対し，助成対象事業費の２分の１以内（補
助限度額：１事業につき１億円）を助成し，また，ＬＥＤ等の省エネ型街路灯
への改修を行う商店街に対し，助成対象事業費の２分の１以内（補助限度額
１００万円）を助成する。（平成２６年度実績６件）
さらに，中小企業者が事業協同組合等を組織した場合に，５万円＋２千円×
組合員数（補助限度額１０万円）を助成する。
ウ 元気の出る中小企業支援事業
共同事業等の研究会や個店の経営に必要な知識や情報を習得するための研修
会等を自主的に実施する，商店街及び中小企業者で組織するグループ等に対し
て，専門的知識や経験を有するアドバイザー等を派遣する。（平成２６年度実績
１５件）
エ 街なか空き店舗活用事業
中心市街地内の空き店舗を活用して，商店街内の業種構成の見直し及び不足
業種などの再配置（テナントミックス事業）や，新たに独立・開業しようとす
る起業家等の支援（チャレンジショップ事業）を行う商店街等に対し，事務経
費，店舗の借上経費，店舗の整備経費について助成する。（平成２６年度実績４件）
オ 頑張る商店街支援事業
商店街等が独自のアイデアや創意工夫を生かし，商店街の活性化を図るため
に実施する事業に対し，補助対象経費の２分の１以内（補助限度額：総合支援
型は５００万円，個別支援型は６０万円）を助成する。（平成２６年度実績４０件）

カ 明るい商店街づくり支援事業
商店街の夜の魅力の創出と消費者が安心して楽しく買物ができる環境づくり
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を促進するために，商店街が設置し，維持管理する街路灯等にかかる電気料の
一部及びリース契約により省エネ電球を導入した場合のリース料の一部につい
て助成する。（平成２６年度実績７３件）
キ 地域のよか店コラボ支援事業
近隣で商業・サービス業を営む中小店舗等が連携し，各店舗の強みを生かし
て，地域の消費者へPR等を行う取り組みに対し，補助対象経費の２分の１以
内（補助限度額２０万円）を助成する。（平成２６年度実績５件）
ク 商い情報発信支援モデル事業
事業協同組合等又は同業種若しくは関連業種の中小企業者のグループが行う
商品（製品）やサービス等の認知度向上を図る情報発信等の取り組みに対し，
補助対象経費の２分の１（補助限度額５０万円）を助成する。（平成２６年度実績
２件）
ケ 地域繁盛店づくり支援事業
実践的なセミナーと店舗での指導を組み合わせた研修会を開催し，地域商業
の中核となる繁盛店を育成することにより，商店街全体の活性化につなげる。
（平成２６年度実績７件）
コ 情報関連産業の育成支援
ソフトプラザかごしま（名山町９－１５，建物２，７３２．２０釈）を拠点に情報関連
産業の育成支援を図る。
契 ソフトプラザかごしまの運営
形 入居企業等に対する支援

② 工業・地場産業振興

本市工業は，食料品関連産業及び印刷関連産業などの中小企業が中心となって
おり，その約８割は小規模企業である。また，企業立地の状況は，鹿児島臨海工
業地帯（約８６７ｈａ）に比較的規模の大きい食料品関連産業や金属製品，木材・木
製品製造業等が集積しているものの，他の企業は市街地に散在しており，住工混
在の状況も見受けられる。
今後は，社会経済環境の変化に対応し，経営基盤の強化，製品の品質向上や技
術力，研究開発力等の充実を図るとともに，地域の資源や特性を生かした新事業
の創出や新分野への事業展開などのほか，創業や起業家をめざす人材の育成やベ
ンチャー企業の育成支援に，産学官が連携して取り組む。
更に，地場産業については，伝統技術・技能を継承する後継者の確保と育成に
努めるとともに，経営基盤の強化を図り，鹿児島らしさを生かした企業の振興に
努める。
（工業・地場産業施策）

ア かごしまの新特産品コンクールの開催
製造業者の新商品開発の促進と，技術やデザインの向上・改善等を図るた
め，県内で新たに開発・製造・改良された商品のコンクールを開催し，優秀商
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品を表彰するとともに，入賞商品を市内や県外で展示・販売することにより，
特産品のＰＲと販路拡大を図る。
イ 伝統的工芸産業の活路開拓支援事業
伝統的工芸産業の活性化を図るため，本場大島紬など伝統的工芸産業の産地
組合等が活路開拓を目的として行う事業に対し助成を行うとともに，県薩摩焼
協同組合等とともに，薩摩焼フェスタを開催する。（平成２６年度助成実績２
件）
ウ 地場産業支援のための施設管理等
市内の大島紬，竹製品製造業者の作業の場として，大島紬締機センター，大
島紬のり張りセンター，竹産業振興センターを運営し，本場大島紬産業，竹産
業の振興・育成を図る。
エ 中小企業振興条例に基づく助成事業
中小企業者が事業協同組合等を組織化したり，事業協同組合等が構成員の事
業共同化のための共同施設等を設置する事業に対し助成を行う。
オ 「メイドインかごしま」支援事業
本市中小企業者（製造業者等）の経営力の強化や製品等の販路拡大の取組を
支援する。
契 経営力強化事業
・製造業者や製造業グループへのアドバイザー派遣（平成２６年度実績１７件）
・中小企業者（製造業者等）の新製品等開発，知的財産権等取得等に対する
助成（平成２６年度実績２件）
・相談会の開催

形 販路拡大推進事業
・観光と物産のＰＲ
・四市（鹿児島市，熊本市，福岡市，北九州市）連携による地場企業販路拡
大推進
・中小企業者（製造業者等）の国内見本市，商談会等への出展，主催展示会
等に対する助成（平成２６年度実績２５件）
・中小企業者が行う新商品の販路開拓に対する助成（平成２６年度実績２件）

カ よかもん自慢支援事業
かごしまの新特産品コンクールにおいて市長賞及び県知事賞等を受賞した市
内企業の商品の販路拡大の取組を支援することにより，活力ある地場産業の育
成・振興を図る。（平成２６年度実績１件）
キ 輸出チャレンジ支援事業
中小企業者が，海外での販路拡大を目的に，日本貿易振興協会等が主催する
合同展示会等へ出展する際に要する経費の一部を補助する。（補助対象経費の
２分の１以内，補助限度額；海外初出展企業２０万円，その他１５万円）（平成２６
年度実績１３件）
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③ 中心市街地活性化

本市では，第１期計画の計画期間終了に伴い，新たに第２期計画（計画期間平
成２５年４月～３０年３月）を策定し，内閣総理大臣の認定を受けた。第１期計画の
成果を生かしながら，観光・商業・交流によるにぎわいあふれるまちづくりを，
市民・事業者・行政等が一体となって進める。
ア 中心市街地活性化推進事業
認定を受けた第２期計画の着実かつ円滑な推進を図るとともに，中心市街地
活性化協議会に対する支援等を行うことにより，都市機能の増進及び経済活力
の向上を促進する。
イ 街なかサービス推進事業
中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上や，街なかのにぎわい創
出を図るため，観光やイベント等の案内，トイレ・ベビーカーの貸出等の街な
かサービス及び特産品の展示販売などを行う天まちサロンを運営する。

④ その他

ア ＳＯＨＯ事業者の育成支援
ソーホーかごしま（市役所みなと大通り別館６階）を拠点にＳＯＨＯ事業者
の育成支援を図る。
契 ソーホーかごしまの運営
形 入居者等に対する支援
径 新規創業者に対する創業準備支援

イ 企業立地の推進
市外企業の誘致や地元企業の増設等による企業立地を戦略的に推進し，本市
商工業の振興，雇用の拡大に繋げる。
契 企業訪問活動
形 企業立地パンフレットの作成配布等によるＰＲ活動
径 鹿児島県企業誘致推進協議会が行う企業立地懇話会や事務研修会への参加
恵 企業立地に対する優遇制度

ウ 新規創業者等育成支援事業
ベンチャービジネスの展開や新規創業の促進，中小企業の情報化促進を図る
ため，インキュベーション・マネージャーの配置や創業スキルに関するセミ
ナーの開催など，新規創業者等に対する支援を行う。
エ 新産業創出支援事業
新たな産業を創出するため，健康・環境の分野における新商品等の開発に向
けた共同研究開発等への助成や試作品等のマーケティング調査などの支援を行
う。
オ フードビジネス推進事業
かごしまの豊かな農林水産資源や食品加工技術等を生かしたこだわりのある
新商品等開発を促進するため，人材育成を通じた商品開発プランの作成から，
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食品関連製造業者等の商品開発，マーケティング・販路開拓までを一貫して支
援する体制を充実し，食品関連産業の振興を図る。
カ 商工業振興プラン推進事業
本市商工業振興の基本計画である商工業振興プランを着実に推進するため，
推進会議においてプランに掲げた施策の実施状況等について協議を行い，商工
業振興の推進を図る。
キ クリエイティブ産業創出支援事業
市内デザイナーのスキルアップや製造業者等のデザイン面での事業革新を支
援するため，「かごしまデザインアワード」を開催するとともに，デザイン関
連講座を充実し，デザイン産業の人材育成や本市商工業者のマーケティング力
の向上及び製品等の競争力の強化を図る。

歓 雇用対策

① 雇用機会の拡大促進

ア 助成制度
・就職困難者等雇用奨励金制度
障害者，高年齢者，母子家庭の母等，父子家庭の父及びその他就職が特に困
難な者の雇用の拡大・促進を図る。
・トライアル雇用支援金制度
雇用機会の拡大及び安定的な雇用の確保を図るため，国のトライアル雇用事
業又は障害者トライアル雇用事業の実施後も引き続き対象労働者を雇用してい
る市内事業主に対し支援金を支給する。
イ 若年者の雇用促進
・若年者就職サポート事業
市職員による経済団体等への雇用枠拡大の訪問要請や国・県・関係機関が実
施しているセミナー等を紹介した「キャリア形成ガイドブック」の作成・配
布，就職を希望する市内の高校３年生や新規就職者をそれぞれ対象としたセミ
ナー・講演会を行う。
・ものづくり職人人材マッチング事業
ものづくりを支える職人に興味のある若年者への職場体験等の場の提供や
ホームページを活用した職人等の魅力の情報発信により，担い手の掘り起しを
行い，ものづくり分野での就職・起業につなげる。
ウ 高年齢者の就労促進
・シルバー人材センターへの助成
設 立 昭和５６年１０月１３日
会 員 数 ２，３８０人（平成２７．３．３１現在）
目 的 「生きがい」や「社会参加」を希望する高年齢者に対し，臨時

的・短期的就業又は，その他の軽易な業務に係る就業の機会を提供
する同シルバー人材センターの運営を支援し，高年齢者の就業機会

－２３５－

経

済
（
１
商
工
概
況
）



の拡大を図る。
・就労促進ガイドブックの発行
・コーディネーター，就業開拓員の配置等
就業機会の拡大等を目的にシルバー人材センターに配置されているコーディ
ネーター等に係る経費の一部を助成する。
・シニア世代のＩＴスキルアップ講座の開催
エ 障害者の雇用促進
・障害者技能向上支援事業
特別支援学校の生徒を対象に技能体験教室や職場見学を実施し技能向上の機
会を提供するとともに，職業技能を競い合うアビリンピック出場を目指す従業
員を雇用している事業主に対し技能習得に要する経費を助成する。
オ 労政広報紙誌の発行
・中小企業のひろば，労政のしおりの発行
カ 雇用相談室の設置
・市民相談センター内に相談室を設置し，雇用，労働に関する各種相談等への
対応や，ハローワークの求人情報をもとにした無料職業紹介を行っている。

② 職業能力の開発促進

ア 助成制度
・認定職業能力開発連絡協議会への助成
・認定職業能力開発校特例運営費助成
イ 職業訓練センターの設置
平成１８年度から職業訓練法人鹿児島市職業訓練協会が，指定管理者として施
設の管理運営を行っている。
・開 設 昭和４７年９月２２日
・敷地面積 ３，６２３．１３釈 ・敷地延床面積 ２，３４８．４７釈

ウ 技能功労者等表彰
・技能功労者表彰
優れた技能を有し，他の模範となる者（４５歳以上，同一職種経験年数２０年以上）

・青年優秀技能者表彰
青年優秀技能者にふさわしい優れた技能を有し，将来を嘱望される者（３９歳
以下，同一職種経験年数１０年以上）
エ 市認定職業能力開発校優良訓練修了生の表彰
オ ものづくり職人育成支援事業
ものづくり分野の技能継承，技術力向上等を図るとともに，市内事業所の人
材育成を支援するため，職業訓練センターで実施される職業訓練に要する経費
を助成する。

－２３６－
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③ 勤労者福祉

ア 助成制度
・中小企業退職金共済制度等への加入促進
中小企業の人材確保と従業員の福祉の増進を図るため，新規に中小企業退職
金共済制度等に加入した事業主に対し，同制度の共済掛金の一部を助成する。
・中小企業勤労者福祉サービスセンターへの助成
設 立 平成５年７月１日
会 員 数 １８，７８５人（平成２７．３．３１現在）
目 的 市内の中小企業勤労者に対し在職中の生活の安定，健康の維持増

進，自己啓発，余暇活動等に係る総合的な福利厚生事業を提供する同
サービスセンターの運営を支援する。

イ 勤労者交流センターの設置
勤労者の余暇活用の充実と相互の交流を促進するために設置したもので，体
育館，トレーニングルーム，多目的ホールなどのほか，情報コーナーやふれあ
いコーナーなどのオープンスペースを備えた施設となっている。
平成１８年度から（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンターが指定
管理者として施設の管理運営を行っている。
所 在 地 中央町１０番地（キャンセ７・８階）
供用開始 平成１３年１月１９日
開館時間 午前９時～午後９時
休 館 日 年末年始（１２月２９日～１月３日）
主な施設

－２３７－

定 員 等施 設 名

８階

定 員 等施 設 名

７階

バレーボール・卓球等
３０人
３００人

体育館
トレーニングルーム
多目的ホール

７０人
１０人
１０人
３０人
２０畳
２４畳
３０人

第１会議室
第２会議室
第３会議室
第４会議室
第１和室
第２和室
創作室
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２ 融資制度
市内の中小企業者に対する事業資金の融資を円滑にし，中小企業の振興を図るため，
本市中小企業融資にかかる信用保証料の全額又は一部を補助するなど低金利で利用し
やすい融資制度を設けるとともに，全資金について県信用保証協会等に対する損失補
償を実施している。また，県信用保証協会に対し，財政基盤を強化するための出捐を
行っている。
敢 中小企業融資制度

目 的 本制度は，本市で中小企業を営み，事業振興及び経営の改善を図るた
め資金を必要とする者などに対し，事業資金の融資を円滑にし，中小企
業の振興を図ることを目的とする。

融資対象 ① 市内に住所及び事業所を有する個人又は法人の中小企業者等
② 申込みの時までに引き続き６月以上同一事業を営んでいること。
（創業支援資金を除く）

③ 納期の到来している市税を完納していること。
④ 経営内容及び資金の使途が明確で，償還が確実と認められること。
⑤ 鹿児島県信用保証協会の保証を受けることができる者であること。
⑥ 上記のほか，資金の種類ごとに利用要件等を定める。

資金の種類，融資の対象 （平成２７．４．１現在）

－２３８－
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連帯保証人保証料
補 助

保証料率…注４融 資 利 率
（融資期間に応じて）融 資 期 間融 資 金 額資金使途資 金 の 種 類

無担保有担保

原則として
法人代表者
以外は不要

…注６

１／２
…注５

年０．４５％
～１．９０％

年０．３５％
～１．８０％

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．１％
３年超７年以内 年２．４％
７年超 年２．５％

運転７年以内（１年据置含）
設備１０年以内（１年据置含）３，０００万円以内

運転資金

設備資金
産 業 振 興 資 金

１年以内 年１．９％１年以内６００万円以内
組合 １，０００万円以内運転資金短 期 事 業 資 金

不 要

３／５

年０．６５％
１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超 年２．３５％

７年以内 （１年据置含）

１，２５０万円以内

運転資金

設備資金

特 別 小 口 資 金

原則として法
人代表者以外
は不要…注６

年０．５％
～２．２％

年０．４％
～２．１％

１，２５０万円以内
（ただし，既存の保証
残高との合計の範囲内
とする）

小規模企業支援資金

原 則 と し て
法 人 代 表 者
以 外 は 不 要

…注6

２/３
年０．４５％
～１．９０％

年０．３５％
～１．８０％

１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超７年以内 年２．３５％
７年超 年２．４５％

…注３

運転７年以内（１年据置含）
設備10年以内（１年６月据置含）

１，０００万円以内
（うち運転資金は
700万円以内）
ただし必要額の80％
以内…注2

運転資金
設備資金

創 業 支 援 資 金

（転業・多角化）
1,200万円以内
（事業拡大・新産業
創出研究会・新特産
品コンクール）
3,000万円以内

多 角 化 ・
事 業 拡 大 等新

事
業
展
開
支
援
資
金

新 産 業
創 出 研 究 会

４／５新 特 産 品
コ ン ク ー ル



※償還方法は元金均等による月賦償還（短期事業資金及び大島紬緊急救済対策資金は，一括又は分割償還）
（注1）平成2８年３月31日までに融資が実行されたものに限る
（注2）融資金額は，開業に係る経費の80％以内，開業業種に係る従事経験が３年未満の場合（法律に

基づく資格や特許等を生かした開業を除く）は５０％以内
（注3）創業支援資金の融資を受ける方に対し，当初12月以内の支払利子相当額を補助（上限30万円）
（注4）「中小企業の会計に関する基本要領」の適用状況を確認できる事業者で責任共有対象の資金〔経

営安定化資金（特定中小企業者）を除く。〕利用者，又は会計参与設置会社若しくは公認会計
士，監査法人の審査を受けている利用者は，年０．１割引。
また，ＩＳＯ14001及びエコアクション21又はグリーン経営の認証を受けている利用者も，年
０．１％割引

（注5）保証料率が年1.25％以上の場合は，年0.6％で算出した保証料相当額
（注6）鹿児島県信用保証協会の定める取扱い
（注7）商工組合中央金庫の定める取扱い

貸付実績

－２３９－

計協同組合大島紬新事業
展 開創 業災 害環境配慮経営安定化小規模

企 業特別小口短 期産業振興区
分

1,730件082869051112667711,111２５
年
度 12,695,209千円0158,99058,000265,800048,8801,406,5001,058,22031,000238,7009,429,119

1,832件072964075929914641,244２６
年
度 14,144,218千円0144,80553,900226,780047,919892,0801,120,25044,260253,65011,360,574
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連帯保証人保証料
補 助

保証料率…注４融 資 利 率
（融資期間に応じて）融 資 期 間融 資 金 額資金使途資 金 の 種 類

無担保有担保

原則として
法人代表者
以外は不要

…注６

4／5

年0.４5％
～1.９0％

年0.35％
～1.80％

１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超７年以内 年２．３５％
７年超 年２．４５％

運転７年以内（１年据置含）
設備１０年以内（１年据置含）３，０００万円以内

運転資金
設備資金

環境配慮促進資金

１～６号 年０．８７％
７～８号 年０．８０％

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．０％
３年超５年以内 年２．１％
５年超７年以内 年２．３％
７年超 年２．４％

運転７年以内（２年据置含）
設備１０年以内（２年据置含）

３，０００万円以内特定中小企業者

経 営
安定化
資 金

年０．８０％３，０００万円以内
東日本大震災関連
特 別 対 策

…注１

年０．４５％
～１．９０％

年０．３５％
～１．８０％

３，０００万円以内経済環境変化等

全額運転７年以内（２年据置含）
設備１０年以内（３年据置含）１，５００万円以内災 害 対 策 資 金

原則として
法人代表者
以外は不要

…注７

信 用 保 証 協 会 の
保 証 を 必 要 と し な い

１年以内 年１．９％
（売上減 年１．６５％）

１年超 年２．１％
３年以内 （１年据置含）組 合５，０００万円以内

組合員２，０００万円以内運転資金大島紬緊急救済対策資金

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．１％
３年超７年以内 年２．４％
７年超 年２．５％

運転７年以内（１年据置含）

設備１０年以内（１年６月
据置含）

組 合６，０００万円以内
組合員３，０００万円以内
事業実績が６月未満の
組 合２，０００万円以内
組合員１，０００万円以内

運転資金
設備資金協同組合等活性化資金



柑 県信用保証協会（平成２７．４．１現在）（特殊法人 事業開始 昭和２３年１２月）
保 証 資 格 県内に事業所（個人の場合は住居又は事務所）を有し，事業を営んでい

る中小企業
保証限度額 個人・法人２８０，０００千円，組合４８０，０００千円
保 証 期 間 運転資金１５年以内 設備資金２０年以内
保 証 料 一般保証 年率０．４５～１．９０％

※「中小企業の会計に関する基本要領」の適用状況を確認できる事業
者，会計参与設置会社又は公認会計士若しくは監査法人の監査を受
けている方，担保の提供がある事業者，ISO１４００１，エコアクショ
ン２１又はグリーン経営の認証を受けていることを示す書類を提出す
る事業者については，保証料率の割引がある場合がある。

① 市出捐金

昭和２６年度から平成１０年度まで２９２，２３０千円
② 基本財産 （平成２７．３．３１現在）（単位：千円）

③ 保証実績 （単位：千円）

（資料：鹿児島県信用保証協会）

３ 計量検査所
計量の適正化のため，計量器の検査，計量管理の指導・監視を充実するとともに，
暮らしに役立つ計量啓発に努める。
敢 計量検査指導事業

① 特定計量器定期検査（質量計） （平成２６年度）

－２４０－
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計基金準備金金 融 機 関
そ の 他

そ の 他 の
市 町 村鹿 児 島 市鹿 児 島 県

１４，７０２，５２２８，９１４，３８５１，４０５，９４２３８１，９７０２９２，２３０３，７０７，９９５

代 位 弁 済 額保 証 債 務 残 高保 証 承 諾
区 分

金 額件 数金 額件 数金 額件 数

３，８２０，２５８５０３１９０，５４４，３３９２３，６３９７３，８９２，５１１７，３５７２５年 度県
全
体 ３，６３６，９７８４６１１７９，５０４，２６３２２，６３２６８，０１６，３０６６，８４８２６年 度

２，０７４，３３７２７８９１，６２９，５４１１０，６５０３５，５４９，１４５３，３８９２５年 度本
市
分 １，８０７，０８６２４２８６，８２４，７２７１０，１７６３３，７９６，７１０３，１８１２６年 度

不合格率（％）不合格個数検 査 個 数検 査 戸 数

０．２５２，３２０８００集 合 検 査

０．３１３１９３所 在 場 所 検 査

００６８３４７０巡 回 検 査

０．２６３，３２２１，２７３合 計



② 特定計量器立入検査 （平成２６年度）

③ 商品量目立入検査 （平成２６年度）

柑 暮らしに役立つ計量啓発事業

① 「計量のひろば」の開催

計量記念日に，県や県計量協会等と共催し，計量思想の普及啓発を図るため，
「計量のひろば」を開催し，商品量目コーナー等を実施する。
② 商品量目体験教室及びキッズ計量体験教室の開催

消費生活に関連が深い「計量」について認識を深めてもらうため，「消費生活
エキスポかごしま」において，商品量目体験教室及びキッズ計量体験教室を開催
する。

４ 観 光
敢 観光施策の基本的方向

平成２３年３月，九州新幹線鹿児島ルートが全線開業し，多くの観光客が本市を訪
れ，主な観光施設等においては利用者が開業以前に比べ増加している。
この新幹線効果を持続させ，地域経済の活性化を図るためには，観光交流都市とし
ての魅力の向上や受入体制の充実，効果的な情報発信など，観光・コンベンションの
さらなる振興に取り組み，これまで以上に交流人口の増加を促していく必要がある。
このことを踏まえ，平成２３年度に策定した「第２期鹿児島市観光未来戦略」の基本

目標の達成に向け，４つの基本戦略に基づき，各種の重点施策を官民一体となって展
開していく。
柑 第２期鹿児島市観光未来戦略

○基本コンセプト
出会いと発見・感動あふれる観光交流都市“かごしま”
○計画期間
平成２４年度～平成２８年度

－２４１－

不正率（％）不 正 個 数検 査 個 数検 査 戸 数

００４３９１１０特 定 計 量 器

１．６４２４７４８質 量 計

０．６４６８６１５８合 計

不正率（％）不正個数内訳
不正個数検査個数立入戸数

不 足超 過不 足超 過

５．３０．７１７１２４１９５３，２２９７９内容量表記商品
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）



○数値目標
入込観光客数 １，０５０万人（平成２２年比１６２万人増）
宿泊観光客数 ３５０万人（平成２２年比６４万人増）
外国人宿泊観光客数 １６万人（平成２２年比 ８万人増）
○基本戦略
１ 「鹿児島」オリジナルの魅力の向上

～感動・体験・回遊できるまちづくり～
２ 「鹿児島」ならではの情報の発信

～効果的な情報戦略の展開～
３ おもてなし先進都市「鹿児島」づくり

～観光客に優しい受入体制づくり～
４ 南九州及びアジアのゲートウェイ「鹿児島」づくり

～ハブ機能を活かした集客拡大～

桓 観光案内板等の状況

① 観光案内板等の整備

－２４２－

経

済
（
４
観

光
）

平成２６年度整備済累計内 容種 類

４４観光地までの誘導標識（車向け）車両用施設誘導サイン

２６歩 行 者 向 け 案 内 地 図 板ま ち か ど サ イ ン

８０歩 行 者 向 け の 方 向 ・ 距 離 案 内歩行者誘導サイン

１３総 合

市内の観光地案内地図板観 光 案 内 サ イ ン ３４市 域

９周 辺

８９大
観光地・史跡の説明板解 説 サ イ ン

８４小

４３観 光 地 名 を 表 示 し た 柱記 名 サ イ ン

９５観 光 地 ま で の 誘 導 標 識歩車併用誘導サイン

１１観 光 地 ま で の 誘 導 標 識施 設 誘 導 サ イ ン

１３火 山 注 意 喚 起 等 の 案 内 板そ の 他

３ルートマップシ テ ィ ビ ュ ー 利 用 者
向 け 案 内 板シティビューサイン

２２のりばサイン

５市 電 利 用 者 向 け 誘 導 標 識市電のりば周辺サイン

５７１合 計



② 本市の観光ビデオ

棺 観光客船受入状況

－２４３－

内 容時間タイトル制作年度
日本語版の内容一部変更（新幹線さくら映像，
観光電車，よりみちクルーズ船等の映像追加や
平川動物公園等の映像修正）

本編
１９分

あっと ほっと ずっと
かごしまシティーＷａｌｋｅｒ

〃２２年度

英語・中国語（簡体）版の作成（２２年度情報更
新した日本語版の翻訳）

〃〃〃２３年度

時間ごとの鹿児島市の魅力を美しい映像で表現
し鹿児島市での旅を疑似体験していただくこと
をコンセプトに主な観光スポット，イベント，
歴史，温泉や食などを紹介（英語・中国語・韓
国語版もある）

本編
１５分

かごしま時間〃２４年度

日本語版の内容一部変更（朝市，ヨットレース
の映像を削除し，桜島・錦江湾ジオパーク，メ
ガソーラー等の映像追加やグリーンファームの
映像修正）

〃〃〃２５年度

日本語版の内容一部変更（関吉の疎水溝，寺山
炭窯跡，明治維新１５０年ラッピングバス，薩摩
観光維新隊，薩摩維新ふるさと博，春！かごし
ま川物語の映像追加，水族館（ジンベイザメの
映像），歴史ロード“維新ふるさとの道”の映
像削除）

〃〃〃２６年度

備 考乗船客
数

船

数
入 港
年 度

飛鳥Ⅱ，レジェンド・オブ・ザ・シーズ，アムステルダム，シーボーン
プライド，コスタクラシカ，コスタロマンチカ，ハンセアティック，ぱ
しふぃっくびぃなす，にっぽん丸，ノーティカ，アザマラ・クエスト

５４，７４５５０平成２２年度

ブレーメン，オリオンⅡ，ふじ丸，レジェンド・オブ・ザ・シーズ，ぱ
しふぃっくびいなす，コスタ・クラシカ，飛鳥Ⅱ，にっぽん丸，クラブ・
ハーモニー，アザマラ・クエスト

１３，１９２２２〃２３年度

レジェンド・オブ・ザ・シーズ，ザーンダム，シルバー・シャドウ，ク
ラブ・ハーモニー，コスタ・ビクトリア，ハンセアティック，オリオン
Ⅱ，にっぽん丸，アザマラ・ジャーニー，ノーティカ，飛鳥Ⅱ，ダイヤ
モンド・プリンセス，アマデア

３５，８２９３５〃２４年度

にっぽん丸，サン・プリンセス，ふじ丸，コスタ・アトランチカ，飛鳥Ⅱ，ル・ソレ
アル，ボイジャー，クイーン・エリザベス，フォーレンダム１８，５７３１７〃２５年度

ダイヤモンド・プリンセス，コスタ・ビクトリア，サファイア・プリン
セス，シルバー・シャドー，セレブリティ・ミレニアム，コスタ・アト
ランチカ，ヘンナ，サン・プリンセス，ザ・ワールド，飛鳥Ⅱ，ぱしふぃっ
くびいなす，ロストラル，ミネルヴァ，セブンシーズ・ボイジャー，ノー
ティカ

５５，６６５３５〃２６年度

経
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款 観光統計（暦年）

① 入込観光客の推移 （単位：千人，％）

② 宿泊観光客の推移 （単位：千人，％）

③ 観光消費額の推移 （単位：百万円，％）

④ 平成２５年宿泊観光客の動き

ア 出発地別観光客の状況 （単位：千人，％）

イ 月別観光客の状況 （単位：千人，％）

ウ 交通機関別入込観光客（宿泊客と日帰客の合計）の状況 （単位：千人，％）

※観光統計は国，県にあわせて暦年での集計値

－２４４－

経

済
（
４
観

光
）

平成２５年平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年

９，５１７９，３９２９，５５５８，８７５８，８４２客 数

（１０１．３）（９８．３）（１０７．７）（１００．４）（９８．０）（対前年比）

平成２５年平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年

９９，５７６９７，０４３９９，０８１９０，５６６９０，１７４消 費 金 額

（１０２．６）（９７．９）（１０９．４）（１００．４）（９４．８）（対前年比）

計外国北海道東北関東北陸中部関西中国四国九州地区
区分

３，３３６９６３４３４６１５３５１１９３２８１０６３９１，９３０客 数

１００．０２．９１．０１．０１８．４１．０３．６９．８３．２１．２５７，９構成比

計１２１１１０９８７６５４３２１月
区分

３，３３６２６７３２5２９２２７４３３８２７８２３６２９９２４３３００２５２２３２客 数

１００．０８．０９．７８．８８．２１０．１８．３７．１９．０７．３９．０７．６７．０構 成 比

平成２５年平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年

３，３３６３，１７１３，２６１２，８６２２，８８３客 数

（１０５．２）（９７．２）（１１３．９）（９９．３）（９９．１）（対前年比）

計その他船 舶航空機自家用車バ ス鉄 道区 分

９，５１７８４３５７１，５８２４，４８２８９２２，１２０客 数

１００．００．８３．８１６．６４７．１９．４２２．３構 成 比



歓 観光地周遊バスの利用実績

① カゴシマシティビュー（平成６年３月１８日から運行） （単位：人）

② サクラジマ アイランドビュー（平成２３年１０月１８日から運行） （単位：人）

※１０月１８日からの運行のため，２３年度は１１月からの月平均としている。

汗 市内定期観光バスの利用実績（市営） （単位：人）

※観光地周遊バス及び市内定期観光バスの運行経路は交通事業（Ｐ３７５・３７６）を参照

漢 グリーン・ツーリズム活動組織における農業体験などの延べ体験者数（単位：人）

澗 グリーン・ツーリズム登録団体等数 （単位：団体）

潅 維新ふるさと館

明治維新における鹿児島の歴史や先人の偉業を，映像・ジオラマ・ロボットなどの
多彩な演出で，楽しく分かりやすく紹介する歴史観光施設。
平成１８年から（公財）鹿児島観光コンベンション協会が指定管理者として，施設の管
理運営を行っている。
所 在 地 加治屋町２３番１号

－２４５－

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

１４，６８１１７６，１７３１７，６３６２１１，６３５１６，６７２２００，０５９１８，６９１２２４，２８８１５，５０２１８６，０２０乗客数

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

１，１９２１４，３１５１，３６５１６，３８２１，５４５１８，５３７２，３７８２８，５３６１，１７５１４，０９８乗客数

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

４，７７１５７，２５２４，５５６５４，６６９３，３９０４０，６８２２，６５１１４，７７２－－乗客数

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度

約２１，８００約２１，８００約２１，３００約１７，５００約１５，０００

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度

４２３７３４３３３２

経
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開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
休 館 日 年中無休
入 館 料 大人（高校生以上）３００円（２４０円）

小人（小・中学生）１５０円（１２０円）
（ ）内は２０名以上の団体料金
＜年間パスポート＞
大人 ６００円 小人 ３００円

構 造 鉄筋コンクリート造地下１階地上１階建
延床面積 ２，５１４釈
主な施設 １階 エントランスホール，郷中教育体験コーナー，篤姫（天璋院）

コーナー，西郷さんを語るテープリスニングコーナー、鹿児
島いちばんコーナー，観光情報コーナー，常設展示コーナー

地階 維新体感ホール，維新テーマコーナー，（日本のあけぼの，維
新・夜明け前）鹿児島の人物コーナー，テーマ展示室Ⅰ・Ⅱ，
多目的ルーム

入館者数 平成２２年度 １４９，７７３人
平成２３年度 ２０７，３８６人
平成２４年度 １８４，３０２人
平成２５年度 １６４，２５５人
平成２６年度 １５７，３５１人

環 桜島ビジターセンター

桜島をより深く理解してもらうために，噴火の歴史や自然について分かりやすく展
示，解説し，さまざまな情報を紹介した施設。
所 在 地 桜島横山町１７２２－２９
開館時間 午前９時～午後５時
休 館 日 年中無休
入 館 料 無 料
構 造 鉄筋コンクリート造平屋建
延床面積 ５９６．２６７釈
主な施設 桜島の噴火と成長の歴史，ハイビジョンシアター，桜島の噴出物，

室内全景，桜島の植物遷移，桜島の模型，錦江湾の海中生物，情報パ
ソコンコーナー，噴火体験コーナー

入館者数 平成２２年度 ７６，６４１人
平成２３年度 ９７，９１６人
平成２４年度 １０４，３５６人

－２４６－
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平成２５年度 １１３，５６１人
平成２６年度 １００，２０３人

甘 国民宿舎レインボー桜島

宿泊の場を提供することで，本市の観光振興を図るための施設。
所 在 地 桜島横山町１７２２－１６
構 造 鉄筋コンクリート造３階建
室 料 和室（トイレ付） ５，３９０円（大人），４，３１０円（小学生），２，１６０円（幼児）

和室（トイレ，バス付）６，４７０円（大人），５，３９０円（小学生），２，７００円（幼児）
洋室（トイレ，バス付）７，０１０円（大人），５，９３０円（小学生），２，９１０円（幼児）
※ 桜島マグマ温泉入浴料を含む

延床面積 ３，８１５．６６釈
利用者数 平成２２年度 １９，９２４人

平成２３年度 ２０，９９８人
平成２４年度 １７，９７０人
平成２５年度 １７，０２１人
平成２６年度 １４，３９７人

監 桜島マグマ温泉

温泉を提供することで，本市の観光振興を図るための施設。
所 在 地 桜島横山町１７２２－１６
構 造 鉄筋コンクリート造平屋建
入浴時間 午前１０時～午後９時
入 浴 料 大人（中学生以上） ３００円

小人（小学生） １２０円
７０歳以上（市内居住）１００円

延床面積 ８４０．８５釈
利用者数 平成２２年度 １４９，４０７人（未就学児等１８，１３９人含む）

平成２３年度 １５２，２０９人（未就学児等１８，５１９人含む）
平成２４年度 １４３，３８２人（未就学児等１６，９２５人含む）
平成２５年度 １３８，４１０人（未就学児等１８，３２９人含む）
平成２６年度 １２１，２０７人（未就学児等１７，４５０人含む）

－２４７－
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看 桜島ユース・ホステル

青少年に健全な旅行を奨励し，清潔で規則正しい宿泊と交歓を深めてもらうための
施設。
所 在 地 桜島横山町１８８－１
構 造 鉄筋コンクリート造３階建
室 料 大人 ２，７２１円（入湯税含む）

小人 ２，１４９円
延床面積 １，４４９．３０釈
利用者数 平成２２年度 ３，５０２人

平成２３年度 ３，６１６人
平成２４年度 ２，９７６人
平成２５年度 ３，０９６人
平成２６年度 ３，３２４人

竿 鹿児島アリーナ

鹿児島アリーナのメインアリーナは，市民のスポーツの振興及び文化の向上を図ると
ともに，本市の観光の振興に資するために設置したもので，国際・全国規模のスポーツ
大会の開催が可能な「観る」機能を充実させた本格的なスポーツ施設であるとともに，
様々な催し物に対応して，１階客席の配置形状を６種の形状から選択できる（シーティ
ングシステム）ほか，音響及び舞台機能を備え，コンサートやイベント等も開催できる
多目的施設となっている。そのほか，市民が気軽にグループ利用や個人利用ができるサ
ブアリーナ，武道場，弓道場，トレーニング室等の施設も有している。

（平成４年１０月完成）
所 在 地 永吉１丁目３０番１号
敷地面積 ３５，１１４．３４㎡
延床面積 ２９，０２３．３１㎡
構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地下１階 地上３階建
総事業費 約１０７億円

主な施設と利用状況

－２４８－
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２６年度２５年度２４年度２３年度２２年度面 積施 設 名
２５６，５２９１９５，２７４２１９，４８７２５８，２５９２１１，８２８４，４８６㎡（４２ｍ×６５ｍ）メインアリーナ
１４，６３０１５，６８８１５，９８８１５，３９８１５，９３６１，００８㎡（３６ｍ×２８ｍ）サブアリーナ
３８，４１７４７，８８０４３，５５９３５，０８７４０，４０９１，０８０㎡（２面×２）武 道 場
２０，４６６１６，４４４１７，２９７１５，２２９１７，９０７近的，１０人立弓 道 場
４０，８８３３６，９９７３５，８００３０，８５８２９，００９３６０㎡トレーニング室
３，９０８３，８７３３，８２０３，０６１３，４９５１２０㎡ＥＸスタジオ
４，９７７７，６０５７，１４５７，０２１７，３７１１８８㎡会 議 室
３７９，８１０３２３，７６１３４３，０９６３６４，９１３３２５，９５５合 計



管 海水浴場

ア 平成２６年度開設期間
・磯海水浴場 ７月１０日から８月３１日まで
・生見海水浴場 ７月１８日から８月３１日まで
・西道海水浴場 ７月１８日から８月３１日まで
・レインボービーチ ７月１８日から８月３１日まで
イ 利用者総数 （単位：人）

簡 観光農業公園

農村地域の魅力ある自然，農畜産物等の資源の活用により，農業及び農村地域の活
性化を図るとともに，食と農への理解や循環型農業への関心を高め，本市の観光の振
興に資することを目的とした，都市と農村との交流拠点となる施設。

開設年月日 平成２４年１１月１５日
面 積 ４１．３ha
所 在 地 喜入一倉町５８０９番地９７
開 園 時 間 ４月～１０月 午前８時３０分～午後６時

１１月～３月 午前９時～午後５時
休 園 日 １２月２９日～１月１日
入 園 料 無料
主 な 施 設 農産物直売館（農産物直売所，調理体験室，加工体験室）

農園レストラン
交流体験館（研修室，調理体験室，工芸体験室，食品加工工房）
管理棟
環境学習棟，豚舎
キャンプ場（バンガロー，テントサイト，炊事棟，シャワー棟）
多目的広場，作業棟，体験用農地，生産用農場，滞在型市民農園

来 園 者 数 平成２４年度 約９０，５００人
平成２５年度 約２０９，１００人
平成２６年度 約１９２，７００人

体 験 者 数 平成２４年度 ５，４５０人
平成２５年度 ２２，５７１人
平成２６年度 ３０，３９０人
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平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度
１６，８２０２４，７２９１８，１０５２５，５２１３９，６３６磯 海 水 浴 場
３，９３４５，７１６４，６３４４，６４５５，５８８生 見 海 水 浴 場
１，５９７２，３３２１，７９８１，１３７１，３９０西 道 海 水 浴 場
２，１１９３，７６９５，６５０６，６６８５，６５６レインボービーチ
２４，４７０３６，５４６３０，１８７３７，９７１５２，２７０合 計



緩 都市農村交流センターお茶の里

都市と農村の交流を促進し，農村地域の活性化を図るため，農畜産物等の生産者と
消費者が交流する場，広場を活用した集い憩う場，農畜産物等の加工体験の場の提供
等を行う施設。
開設年月日 平成２７年３月２０日
面 積 約２．１ha
所 在 地 春山町１０６５番地１
開 館 時 間 午前８時３０分～午後５時

（飲食施設は午前１１時～午後９時まで）
休 館 日 １２月３１日～１月３日
入 館 料 無料
主 な 施 設 農産物直売所，飲食施設，休憩・情報スペース，交流室，

多目的広場，遊具広場，園路
来 館 者 数 平成２６年度 約３８，２００人

５ 農林水産業
敢 現況

本市の農林水産業を取り巻く現状は，農林水産業従事者の高齢化や担い手の不足，
遊休農地の増加並びに降灰被害や家畜防疫への対応などの課題のほか，間伐などの適
切な管理が行われていない森林の増加，木材価格や魚価の低迷などが見られている。
また，農村地域の活力の低下や，生産活動が適切に行われることにより発揮される自
然環境の保全・良好な景観の形成・伝統文化の伝承等，農村地域の有する多面的機能
の低下が懸念されている。一方，近年都市部住民の農林水産業及び農村地域に対する
関心が高まっていることから，農林水産物の消費宣伝や農林漁業体験などを進め，安
全安心かつ新鮮で良質な農林水産物の生産振興とともに，農村地域の魅力的な資源を
活用した都市部住民との交流による，活力ある農村地域づくりを進めることが求めら
れている。
柑 基本的方向

① 農業・農村の振興

優良農地の保全や遊休農地の解消，降灰等の災害対策などに取り組みながら，都
市型農業や地域の特性を生かした農業の振興に努めるとともに，黒牛・黒豚の資質
改善や家畜の防疫対策を進める。また，安全安心かつ新鮮で良質な市内産農畜産物
の市民への提供に努めるほか，食の新たな魅力づくりなど，農業の６次産業化への
支援等を行うなかで，活力ある農業・農村の振興を図る。
隠 森林・林業の振興

木材生産のほか，温暖化防止や水源かん養など多様な機能を持つ森林の保全を図
るため，森林整備や林内道路などの生産基盤の整備を進め，併せて「森林づくり」

－２５０－
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に対する市民の意識の醸成を図る。
韻 水産業の振興

漁港や海づり公園の維持・管理，漁業施設の充実を図るとともに，マダイやヒラ
メ等の稚魚放流や魚礁の設置によるつくり育てる漁業を推進する。
吋 市民とともに築く農林水産業

市民に農林水産業や農村景観，伝統文化等にふれる機会を創出し，農林水産業へ
の理解の醸成を図り，農林水産業への参画や地産地消を推進する。

桓 農 業

① 農業構造 （単位：戸）

資料：農林業センサスによる（平成１２年は旧鹿児島市）
（注）敢 農家の定義

経営耕地面積が１０アール以上の農業を営む世帯又は調査期日前１年間にお
ける農産物販売金額が１５万円以上あった世帯

柑 販売農家の定義
経営耕地面積が３０アール以上又は調査期日前１年間における農産物販売金
額が５０万円以上の農家

桓 自給的農家の定義
経営耕地面積が３０アール未満かつ調査期日前１年間における農産物販売金
額が５０万円未満の農家

（単位：ha）

資料：農林水産省「農林水産統計」による（平成１２年は旧鹿児島市）
※平成２６年の田及び畑の面積は四捨五入されており，計が合わない
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平成２２年平成１７年平成１２年年
区 分農

家

５，５９９６，１６１３，３３５農 家 戸 数

１，５９２１，９５６９６１う ち 販 売 農 家

４，００７４，２０５２，３７４う ち 自 給 的 農 家

平 成２６年平 成２２年平 成１７年平 成１２年年

区 分耕

地

指数構成比面積指数構成比面積指数構成比面積指数構成比面積

２９２．３４６．６１，５９０佐２９９．６４５．８１，６３０佐３０８．８４４．４１，６８０佐１００３８．６５４４佐田内

訳 ２０９．９５３．４１，８２０２２２．６５４．２１，９３０２４２．７５５．６２，１０４１００６１．４８６７畑

２４２．４１００．０３，４２０２５２．３１００．０３，５６０２６８．２１００．０３，７８４１００１００．０１，４１１計



② 主要農畜産物の生産状況

（単位：ha，トン）

資料：市農林水産部による（平成１２年は旧鹿児島市）
（単位：頭，千羽）

資料：市農林水産部による（平成１２年は旧鹿児島市）

③ 都市農業センターの概要

当センターは，農業技術の実証及び普及研修等を行うことにより，本市の特性
を生かした都市型農業と地域農業の振興を図るとともに，土とのふれあい等を通
じて，市民の農業に対する理解と相互の交流を深め，あわせて市民の健康づくり
に資することを目的とする。
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平成２６年
（※平成２５年）平 成２２年平 成１７年平 成１２年年

区分
耕

種

部

門

指数収穫量面積指数収穫量面積指数収穫量面積指数収穫量面積

２０２．９３，９９７８８３２３１．３４，５５６９７４２７５．１５，４２０１，１６０１００１，９７０４０６水 稲

５０．０７３５７．１８３９２．９１３５１００１４５麦 類

５９．３５４１２８８１．０７３９３６２０７．２１，８９０７１１００９１２４３甘 し ょ

４７．４９１４１８９．５３６２４３９４．７７５４１１００１９１３豆類・雑穀

※１７４．４※１２，１７２※７８８１６４．７１１，４９５７５０１５６．８１０，９４０６０４１００６，９７９４５２野 菜

※２３６．４※１，５６０※２８３２４９．８１，６４９３０５２７０．５１，７８５３３１１００６６０１５８果 樹

３，２８８．８３，２２３２６４３，１８０．６３，１１７２７４３，３３４．７３，２６８２９１１００９８２７工芸作物

（面積）
※９５．５－※６３（面積）

９８．５－６５（面積）
１５３．０－１０１（面積）

１００－６６花き庭園樹

※１７４．８※１８，７７５※３３４１２５．２１３，４４８２３１．９２１８．３２３，４４０３２７１００１０，７３９１５７飼料作物

平 成２６年平 成２２年平 成１７年平 成１２年年

区 分畜

産

部

門

指 数飼 養
頭羽数指 数飼 養

頭羽数指 数飼 養
頭羽数指 数飼 養

頭羽数

１４０．９８，１６０１５７．３９，１１０１７６．２１０，２００１００５，７９０肉 用 牛

２３８．５３１０２０７．７２７０２２３．１２９０１００１３０乳 用 牛

５４．２７８０９１．０１，３１０２８２．６４，０７０１００１，４４０豚

０．８１１０．２１２２０．３２４１００１１８採 卵 鶏

１９６．２５１４２２５．６５９１３０１．９７９１１００２６２肉 用 鶏



ア 所 在 地 犬迫町４７０５番地
イ 開 所 日 平成９年４月２０日
ウ 施設の概要
１．農業研修ゾーン（本館，実証ほ，畜産技術研修施設等）
優良種苗の実証栽培・生産者の研修

２．市民農園ゾーン（市民農園，レストハウス等）
家族用・団体用・車いす使用者用の市民農園 合計８２０区画

３．ふれあいゾーン（ふれあい学習館，食彩ハウス，ふれあい広場，食の森等）
「四季の花園」での観賞用の花の植栽（夏：ヒマワリ，秋：コスモス，春：
ナノハナ）
「食の森」での収穫体験や加工講習会の開催

エ 利用者数（市民農園利用者を除く）

棺 林 業

① 民有林の概況
（単位：ha薫逢薫束）

資料：県南薩地域森林計画による各年４月１日現在の数値
※材積合計欄の数値は，針・広葉樹の合計（四捨五入の関係上，合計が合わないことがある）
平成１６年の数値は，合併による１市５町を合算したもの
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２６年度２５年度２４年度
約１６５，０００人約１５７，０００人約１４９，０００人

構成比平成２６年構成比平成２１年構成比平成１６年構成比平成１１年区 分

４７．４１２，６８１５０．７１３，４９１５１．０１３，８３１３９．８４，７２９面積
針 葉 樹

７８．２４，９１９，０００７９．４４，８２８，０００７４．４３，６１７，０００６４．０１，１１５，０００材積

４１．２１１，０４４３８．５１０，２３２３８．２１０，３７５４９．３５，８５６面積
広 葉 樹

２１．８１，３６８，０００２０．６１，２５３，０００２５．６１，２４４，０００３６．０６２８，０００材積

５．７１，５３７５．０１，３３７５．１１，３８８６．４７５４面積
竹 林

－６２６，０００－５５２，０００－５７４，０００－３０６，０００材積

３．２８５０３．２８６０３．２８８１２．１２５０面積
無 立 木 地

－－－－－－－－材積

２．５６６８２．６６８６２．５６６４２．４２８２面積
更 新 困 難 地

－－－－－－－－材積

１００．０２６，７８０１００．０２６，６０６１００．０２７，１３８１００．０１１，８７１面積
合 計

１００．０６，２８６，０００１００．０６，０８１，０００１００．０４，８６０，０００１００．０１，７４３，０００※材積



② 農林水産部所管の市有林・分収林の概況（農林水産部資料による）

（平成２７．４．１現在）
（単位：ha）

款 水 産 業

① 漁業生産状況 （単位：トン）

資料：漁業年次報告による。（平成１２年は旧鹿児島市）

② 海づり公園の概要

ア 鴨池海づり公園（開設：昭和６１年４月１２日）
１ 所 在 地 与次郎二丁目９番１２号
２ 開 園 時 間 午前７時～午後７時まで（４月～１０月）

午前７時～午後５時まで（１１月～３月）
３ 休 園 日 年中無休
４ 施設の概要 駐車場 ５９台

管理棟 鉄筋コンクリート造２階建 延２８６釈
釣 台 長さ１５０ｍ×幅８．０ｍ（釣り人定員２００人）

５ 平成２６年度利用者 ２７，０４８人
イ 桜島海づり公園（開設：平成１７年４月２６日）
１ 所 在 地 桜島横山町１７２２番地３
２ 開 園 時 間 午前７時～午後７時まで（４月～１０月）

午前７時～午後５時まで（１１月～３月）
３ 休 園 日 年中無休
４ 施設の概要 管理棟 鉄筋コンクリート造平屋建 ２８釈

釣 台 長さ５０ｍ×幅６．２ｍ（釣り人定員４５人）
５ 平成２６年度利用者 ８，８６６人

－２５４－

経

済
（
５
農
林
水
産
業
）

合 計郡 山松 元喜 入桜 島吉 田谷 山区 分

３８６．０４２．４１６．４１１４．６－７３．５１３９．１市 有 林

２７１．１６０．０－６２．８－１５．９１３２．４分 収 林

平 成２６年平 成２２年平 成１７年平 成１２年年

種 別 指数数量指数数量指数数量指数数量

５９．９４８３６５．８５３１１０８．４８７５１００８０７沿 岸漁

船 １５０．４１７９２１９．３２６１１１４．３１３６１００１１９近 海

２２１．３７，５４３２８７．８９，８０８３７０．２１２，６１７１００３，４０８海面養殖漁業

２５．０１７５．０３１５０．０６１００４内水面漁業

１８９．２８，２０６２４４．４１０，６０３３１４．３１３，６３４１００４，３３８計



歓 生産組織 （平成２７．４．１現在）

汗 農林漁業振興資金

この制度は，農協等融資機関が本市に住所を有する農林漁業者等に融資する農林漁
業振興資金について，市が利子補給等を行い，円滑な資金の融資を図り，農林漁業の
振興に寄与することを目的とする。

－２５５－

経

済
（
５
農
林
水
産
業
）

会 員 数グループ数組 織 区 分区 分
２４０１肉 用 牛

畜 産 部 門
４１乳 牛
４１豚
９１鶏
２５７４小 計
３３２た け の こ

林 産 部 門 ５１せ ん り ょ う
３８３小 計
４１０６０野 菜

耕 種 部 門

８０１２花 き
５７６果 樹
１３８２茶
１００４鉢 物
７８５８４小 計
１，０８０９１合 計



① 農林漁業振興資金の種類，融資の対象 （平成２７．４．１現在）

※ 金利と利子補給率等については，随時改定が行われる。
（注） 農業経営基盤強化資金については，一定の要件を満たす場合，貸付当初５年間

に限り，国の利子助成により，実質無利子となる。

② 貸付実績 （単位：件，千円）

※貸付は農協等による

－２５６－

経

済
（
５
農
林
水
産
業
）

市の資金国 の 資 金資金名

区 分 市単独農林
漁業振興資金

漁業近代化
資 金

青 年 等
就農資金

農 業 経 営
基盤強化資金農 業 近 代 化 資 金

農林漁業
全 般水産施設農畜産施設

農地改良等
農畜産施設
農地取得等家畜購入・農機具購入農畜産施設主 な 使 途

農林漁業を営む
個人及び法人

県の実施要領
に規定する者

認 定 新 規
就 農 者

認 定
農 業 者

認定新規
就 農 者

その他
の農家

認 定
農業者

認定新規
就 農 者

その他
の農家

認 定
農業者対 象 者

２．０５％２．０５％－－２．０５％基 準 金 利

－１．２５％－－１．２５％国・県利
子
補
給
・
助
成
率

－－－－－市

－１．２５％－－１．２５％計

２．４３５％０．８０％全期間無利子０．８０％以内０．８０％貸 付 利 率

７年以内１５年以内１２年以内２５年以内１０年
以内７年以内１７年

以内１５年以内償 還償
還
期
間 ２年以内３年以内５年以内１０年以内－２年以内５年

以内
３年
以内

７年
以内うち据置

１００％８０％１００％１００％８０％１００％８０％１００％融資率
貸
付
限
度 ７５０万円

個人
１，８００万円

法人
１億８千万円

３，７００万円
個人

３億円
法人
１０億円

個人 １，８００万円
法人 ２億円

限度額

合 計その他水産施設等農機具農業施設区 分

８３０４１件
数

２５年度
１６６，７８０１３４，５０００２０，２８０１２，０００金

額

４１００３件
数

２６年度
１２５，９９０４５，０００００８０，９９０金

額



漢 農林土木

① 農業用施設の現況及び平成２７年度計画 （平成27．４．１現在）

② 平成２６年度事業別施工実績 （単位：千円）

※ 災害復旧（国庫）は２６年災の合計，件数は地区数。
（注） 事務費等を含まない。

③ 市単独土地改良事業費の推移 （単位：千円）

－２５７－

経

済
（
５
農
林
水
産
業
）

水 門
（か所）

井 堰
（か所）

橋 梁
（か所）

ほ場整備
（ｈａ）

用排水路
（灼）

農 道
（灼）

種 別

区 分

５５４８５２２０３，４２０
（８１２）２７２９５１

（７３）
現 況
（延長，面積，か所）

０００００．５０．８平成２７年度計画
※（ ）は農道では一定要件農道延長，ほ場整備では区画整理済面積

負担割合（％）実 績
区 分

地元市県国地元
（受益者）市費国・県補助金事業費件数

－１００－－－２１４，０５４－２１４，０５４６５市 単 独 土 地 改 良 事 業
－６０４０－－７，５６４５，０４２１２，６０６１農 道農業・農村

活性化推
進施設等
整備事業

－６０４０－－－－－－水 路
１０５０４０－－－－－－ほ 場 整 備
－６０４０－－－－－－農 業 集 落 道 路
－３２１８５０－２，０２０３，３８０５，４００２西部第一地区村づくり

交 付 金（注）団体営
土地改良
事 業

１０２４１６５０２０５２，７４４５，２５１８，２００４吉野地区
５0５０６，４４４６，４４４１２，８８８６鹿児島第１地区農業基盤

整備促進 ４５５５７，３５１８，９８５１６，３３６７鹿児島第２地区
－１００－－－２，９１６－２，９１６２市 単

降灰農業用
施設等
災害復
旧事業

－５０５０－－－－－－（注）県 単
－２６－７４－１，４８４４，１２８５，６１２４（注）国 庫農地
－１７－８３－１，１９０５，７６１６，９５１３（注）国 庫施設
－１００－－－２６，６９１－２６，６９１１３市 単施設

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度年度別

区分
工種 指 数工事費指 数工事費指 数工事費指 数工事費

１５０．０３３，５３７１８９．０４２，２５６３５５．８７９，５４９１００．０２２，３５７農 道 改 良

７２．５２１，８２８１１１．０３３，４３５９２．２２７，７７３１００．０３０，１１６農 道 整 備

７７．３１５８，６８９５８．８１２０，７２０８８．９１８２，６２８１００．０２０５，３８８水 路 改 良
そ の 他

８３．０２１４，０５４７６．２１９６，４１１１１２．４２８９，９５０１００．０２５７，８６１計



④ 平成２６年度県営土地改良事業の負担金

澗 農事事務嘱託員制度

① 設置目的

農林行政の円滑な運営を図るため，農事事務嘱託員制度を設ける。
② 委嘱事務

ア 農林業に関する各種調査及び報告
イ 農林業に関する文書等の配布，伝達
ウ 農地及び農業用施設の整備要望の取りまとめ及び用地確保への協力
エ 農地及び農業用施設の災害復旧対策推進への協力
オ その他，農林業に関して特に必要な事務
③ 人 数（平成２７．４．１現在）
３６７人

６ 中央卸売市場
業務開始 昭和１０年１１月３日（全国で７番目）
職 員 数 ２２名（平成２７．４．１現在）

青果市場 東開町１１番地１
昭和５１年１１月新設移転
敷 地 面 積 ９７，３９３釈
施設延面積 ４０，１１３釈

平成２６年度の青果物の取扱高は数量で１８０，８７２トン（対前年度比９６．５％），金額で
３２３億６，４３８万円（対前年度比９９．８％）となり，数量，金額ともに前年並みであった。
野菜の入荷状況は，４月は好天に恵まれ，県内産を中心に多く入荷した。５月は順
調な入荷であったが，梅雨や台風に伴う曇天の影響をうけた６～９月はやや少なく，
１０～３月は県内産を中心に順調な入荷であった。
野菜の入荷量は１５１，１４０トンとなり，前年度に比較して５，５４６トン（３．５％）減少し

た。
相場は，４月は全国的な好天をうけ，数量増の単価安であった。５～７月は平年並
み単価であったが，台風や曇天の影響をうけた８～９月は単価高で推移した。産地の
かわった１０～１２月は，順調な入荷により，やや単価安で推移した。１～２月は平年並
み単価であったが，全国的な寒波の影響をうけた３月は，やや単価高で推移した。

－２５８－

経
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農
林
水
産
業
・
６
中
央
卸
売
市
場
）

市負担金負 担 割 合 （ ％ ）事 業 名
（千円）市地元（受益者）県国（地 区 名）

１，０５０１５０３０５５県営農地環境整備事業
（川田地区）

１，０５０計



総額では２３９億５千８百万円となり，前年度に比較して１億５千３百万円（０．６％）
減少した。１㎏当たりの平均単価は１５９円で前年度に比較して５円高となった。
果実の入荷状況は，４～６月は冷え込みにより玉肥大の遅れなどもみられたが，順
調な入荷であった。梅雨や曇天の影響をうけ，着色不良や裂果がみられた７～８月は
少なく，総じて天候に恵まれた９～２月は，順調な入荷であった。３月は曇天の影響
をうけ着色が遅れ，やや少ない入荷であった。
果実の入荷量は２７，１４９トンとなり，前年度に比較して８２７トン（３．０％）減少した。
相場は，４～６月は，ゴールデンウィークや母の日など祭事による動きが活発で，
やや単価高であった。曇天や野菜高値の影響をうけた７～９月は平年並みで推移し，
秋冬果実が豊作傾向であった１０～１２月も平年並みの単価であった。全国的に低温の影
響をうけた１～３月は単価高で推移した。
総額では８０億９千７百万円となり，前年度に比較して８千３百万円（１．０％）増加
した。１㎏当たりの平均単価は２９８円で前年度に比較して１２円高となった。

魚類市場 城南町３７番地２
昭和４２年４月新設移転
敷 地 面 積 ３０，１５１釈（県有地の借地を含む）
施設延面積 １８，４７５釈

平成2６年度の水産物の取扱高は，数量で２９，２３９トン（対前年度比100．２％），金額で
1８９億７，９８２万円（対前年度比10５．７％）となり，数量は５７トン，金額は１０億１，５７８万
円，前年度を上回った。
これを種類別に見ると，数量でいか類１２.９％，かんぱち１２．２％，かつお類１.４％減少

しているが，しび１７．８％，まぐろ類１７．２％，たい類１３．１％増加し，全体的には例年並
みの数量となった。
金額については，数量の減少した，いか類などが金額も減少しているが，魚類市場
で最も取扱量が大きい，かつお類の単価が大幅に増加したことなどにより，全体的に
はかなり上回った。
鮮魚全体の平均単価は，６０３円（対前年度比１０６．１％）で前年度より３４円の増となった。
冷凍魚は，数量，金額，単価ともに例年並みであった。塩干・加工品類は数量はか
なり減少したが，金額，単価は前年度をかなり上回った。

中央卸売市場の再整備

近年の卸売市場を取り巻く環境の変化等を踏まえ，施設の整備をはじめ，将来的に
あるべき方向性を明確にし，その方向性に基づいたハード・ソフトの両面について検
討を行い，健全な市場運営を目指すことを目的として，「機能的な市場」，「活力ある
市場」，「魅力ある市場」の３つの基本コンセプトを掲げ，今後の市場の施設整備と活
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性化対策についての整備方針を示した「鹿児島市中央卸売市場整備計画」を平成２１年
３月に策定した。
整備の方針として，青果市場は，ストックマネジメントの考え方に基づき，施設の
高度化や利用者の利便性に対応した改修や修繕に取り組むこととし，魚類市場は，老
朽化が著しく，施設の再整備が急務となっており，現在地での建替えを進めることと
した。
この「鹿児島市中央卸売市場整備計画」に基づき，青果市場，魚類市場それぞれの
目指す姿と達成目標を明らかにし，それらを実現するために必要な取組みと，市場整
備を推進するため，平成２４年３月に「鹿児島市中央卸売市場魚類市場再整備基本計
画」を，同年７月に「鹿児島市中央卸売市場青果市場リニューアル基本計画」を策定
した。
平成２５年度は，それぞれの基本計画に基づき，青果市場では，リニューアル整備に
向けて，技術的検討を踏まえた整備方針を取りまとめ，さらに品質衛生管理機能の向
上を図るための屋根付荷捌場の実施設計を行い，魚類市場においては，現在地での建
替え整備に向けて，再整備基本設計をまとめた。
平成２６年度は，青果市場では，屋根付荷捌場（その１）の工事を完了したほか，自
走式立体駐車場及び既存施設の改修工事のための実施設計を行い，魚類市場では，魚
類市場再整備実施設計を行ったほか，仮設市場棟やポンプ室の新築工事等に着手する
など，「魅力と活力にあふれた機能的な市場づくり」と鹿児島の「食」の魅力を伝え
る発信拠点の実現を目指して取り組んでいる。
敢 取扱品目

青果市場 野菜，果実及びこれらの加工品，鳥卵並びに規則で定めるその他の食
料品

魚類市場 生鮮水産物及びその加工品並びに規則で定めるその他の食料品
柑 市場施設 （平成２７．４．１現在）
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摘 要面 積名 称市 場 別

鉄筋コンクリート造，鉄骨造１１，１０３釈卸 売 場

青 果 市 場

〃６，７６０仲 卸 売 場
〃４，３３２事 務 室
〃７５９買 荷 保 管 所
〃２，０３５関 連 事 業 店 舗
〃５，６５４冷 蔵 庫
〃９，４７０そ の 他

４０，１１３計



桓 取引機構 （平成２７．４．１現在）

棺 市場使用料

卸売業者市場使用料……卸売金額（消費税額及び地方消費税額を含む。以下同じ）
の１０００分の３（鳥卵及び調理冷凍食品並びに冷凍鯨肉以外
の冷凍魚及び調理冷凍食品は卸売金額の１０００分の１）

卸売業者売場使用料……１釈 １カ月 青果市場１００円 魚類市場１００円
仲卸業者市場使用料……条例第５２条第２項の規定により買い入れた物品の販売金額

（消費税額及び地方消費税額を含む。以下同じ）の１０００分
の３（鳥卵及び調理冷凍食品並びに冷凍鯨肉以外の冷凍魚
及び調理冷凍食品は販売金額の１０００分の１）

仲卸業者売場使用料……１釈 １カ月 青果市場１階６００円，２階１００円
魚類市場３００円

事 務 室 使 用 料……１釈 １カ月 青果市場 卸売場棟７００円，その他６５０円
魚類市場３４０円

土 地 使 用 料……１釈 １カ月 青果市場４０円 魚類市場３０円
関連事業施設使用料……青果市場 関連商品売場１釈 １カ月１，２５０円

魚類市場 関連商品売場１釈 １カ月 ４２０円
買出人休憩所１釈 １カ月 ４２０円

駐車場施設使用料……魚類市場 １区画 １カ月３，０００円
市場使用料のうち卸売業者市場使用料，仲卸業者市場使用料及び土地使用料の
額は，上記により算出した額とし，これらの使用料を除くその他の使用料の額
は，上記により算出した額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。
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摘 要面 積名 称市 場 別
鉄筋コンクリート造，鉄骨造５，７８４釈卸 売 場

魚 類 市 場

鉄筋コンクリート造２，５９２仲 卸 売 場
〃３，０９１事 務 室
〃１，１４３買 荷 保 管 所

鉄筋コンクリート造，木造９２６関 連 事 業 店 舗
鉄筋コンクリート造２００冷 蔵 庫

〃３２０冷 蔵 砕 氷 施 設
鉄骨造２，６７２自 走 式 立 体 駐 車 場
〃６０発泡スチロール処理施設

１，６８７そ の 他
１８，４７５計

関連事業者売買参加者仲 卸 業 者卸 売 業 者業種別員数
市 場 別

２７１３4２７２青 果 市 場

１２８７２９２魚 類 市 場



款 年間取扱高

歓 青果市場入荷量状況 （単位：ｔ）
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果 実野 菜

平成２６年度平成２５年度平成２６年度平成２５年度

４１７鹿児島市

国

内

４５９鹿児島市

国

内

４，３２５鹿児島市

国

内

４，８１９鹿児島市

国

内

５，２２９県内計６，２９４県内計７５，３５９県内計８３，３１１県内計

３，６０５熊 本３，５４９熊 本１８，３３１北海道１５，９４９北海道

３，４７１青 森３，１６７青 森１３，２７４長 崎１２，１２１長 崎

２，０１１福 岡１，９３９福 岡８，７０７熊 本８，０５５熊 本

１，０９４長 野１，１５１長 野７，０５２宮 崎７，０６２宮 崎

７５６愛 媛７３０和歌山５，５１１佐 賀６，１２３長 野

３，５３３その他３，５９７その他２０，０７１その他２０，４０４その他

１４，４７０県外計１４，１３３県外計７２，９４６県外計６９，７１４県外計

７，４５０外 国７，５４９外 国２，８３５外 国３，６６２外 国

２７，１４９合 計２７，９７６合 計１５１，１４０合 計１５６，６８７合 計

平 成 ２６ 年 度平 成 ２５ 年 度平 成 ２４ 年 度年度

区分 金 額数 量金 額数 量金 額数 量

３２，３６４，３８２１８０，８７２３２，４１９，１４９１８７，３７０３０，８５４，１１５１８２，７２０青 果 市 場

３２，３６４，３８２１８０，８７２３２，４１９，１４９１８７，３７０３０，８５４，１１５１８２，７２０卸 売 業 者

２３，９５８，４１９１５１，１４０２４，１１１，７２８１５６，６８７２３，００７，３９８１５４，１２６（野 菜）

８，０９７，２３３２７，１４９８，０１３，９０９２７，９７６７，６０１，７５７２６，１２７（果 実）

３０８，７３０２，５８３２９３，５１２２，７０７２４４，９６０２，４６７（そ の 他）

００００００仲 卸 業 者

１８，９７９，８２１２９，２３９１７，９６４，０４２２９，１８２１７，３１０，８５５２８，９５１魚 類 市 場

１８，１８９，４４１２８，４８４１７，０１９，６６１２８，２４２１６，３３３，７６９２８，００９卸 売 業 者

１４，８２０，４８２２４，５８１１３，７４４，３９５２４，１７６１３，４５７，８９６２４，０４６（鮮 魚）

１，５６４，３６９１，９６３１，５９９，４００１，９８６１，４０６，２６０２，００６（冷 凍 魚）

１，８０４，５９０１，９４０１，６７５，８６６２，０８０１，４６９，６１３１，９５７（塩干，加工，その他）

７９０，３８０７５５９４４，３８１９４０９７７，０８６９４２仲 卸 業 者

５１，３４４，２０３２１０，１１１５０，３８３，１９１２１６，５５２４８，１６４，９７０２１１，６７１計

数量：ｔ
金額：千円単位（



汗 魚類市場鮮魚の魚種別取扱高 （単位：ｔ，％）
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平 成 ２６ 年 度平 成 ２５ 年 度順

位 率取 扱 高魚 種率取 扱 高魚 種

３２．８８，０７４か つ お 類３３．９８，１９１か つ お 類１

７．６１，８６５ま ぐ ろ 類７．４１，７８２ぶ り 類２

７．５１，８４１ぶ り 類６．６１，５９２ま ぐ ろ 類３

５．９１，４５３た い 類５．５１，３２１さ ば 類４

５．３１，３０１し び５．３１，２８５た い 類５

５．２１，２８５あ じ 類５．２１，２６３貝 類６

４．９１，２１０さ ば 類４．９１，１８５あ じ 類７

４．８１，１８４貝 類４．６１，１０４し び８

３．３８０９か ん ぱ ち３．８９２１か ん ぱ ち９

２．７６５７い か 類３．１７５５い か 類１０

２０．０４，９０２そ の 他１９．７４，７７７そ の 他

１００．０２４，５８１合 計１００．０２４，１７６合 計



〈メ モ〉

－２６４－


